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都野津地区 都野津町づくり協議会 地域づくり計画（令和 5年度） 

 

 

（１）人口・世帯の状況（令和 5年 3月 1日現在・行政区） 

人口（人）外国人世帯も含む（41）    65歳以上 

人口（人） 

高齢化率 

（％） 
合 計 男 女 世帯数 自治会 

加入率 

世帯当たり

の人数 

3064 1458 1606 1458 74.83 2.10 901 29.75 

 

（２）地域の特色（景観・歴史・文化・伝統行事など） 

都野津町は、江津市の西部に位置し、北は美しい日本海の海岸線と南に白砂の「はんだが浜」、西には桜並木の水尻川、東

は漁業に生計を立てた先人たちが沖を眺めた「遠見が丘」に挟まれた落ち着いた街並みを有する。 

現在の都野津町は、大昔海の底だったが、海岸がだんだん沖に行き砂浜が形成され人が住むようになった。砂浜だから田

で稲が作れず、畑作が中心であった。また、砂浜海岸であるがゆえに地引網漁が産業の大きな一つでもあり、海砂からと

られる砂鉄を山間部のたたら地域に持ち込み生計を立てている者もいた。近代になって、豊富な陶土（都野津層）を使っ

て窯業の瓦産業が発達してきた。10数社の窯（登り窯）があり、西日本でも有数の瓦産業地となった。しかし、近年瓦の

販売が減少し、窯業が衰退し現在では 2社ほどになっている。さらに生活手段として行商があり、その中でも反物行商、

魚行商が盛んに行われた。魚行商は、浜田市の旭町都川から桜江町市山あたりまで、反物行商は、もっと広範囲で中国山

地の大朝方面まで行っていたようだ。この行商によって、秋には物々交換で都野津には無い米を手に入れていたようだ。

このように、外に出ていくことが多い都野津町には、土着の文化や特別な伝統行事が少ない。秋祭りやとんど焼きといっ

た伝統行事、町民運動会・文化祭・敬老会といった行事は地区民挙げて継承している。地域文化遺産として、先代の佐々

木凖三郎氏が残した「都野津会館」をはじめ数多くの建物遺産存在している。都野津会館は、国の登録有形文化財にも答

1、地域の現況と課題 
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申された。令和 1年凖三郎を語る会において、「佐々木凖三郎記念館」という名称を追加命名した。また、家並みも瓦産業

の発祥地として、当時の面影が各所に遺構されている。都野津駅は、大正 9年 12月 25に開業され令和 2年 12月 25日に

は、江津駅とともに 100周年記念式典並びに記念行事が催された。令和 3年、つのづエントランス事業が動き出し、角の

会・新四国八十八ヶ所・町づくり景観とつながり研究会が合同で事業を進める。令和 4年度より、つながりづくりのキー

パーソンとなる人材を育成する事業を始める。「笑みサポーター」は、つのみやっこ広場・あったかカフェでの活躍の場。

そして、それぞれの町内で自治会長並びに民生児童委員の補助的なお手伝いができる人材として活動。育成事業として笑

みサポーター養成講座を隔月で開催。 

 

（３）地域の資源や魅力 （平成２８年度） 

※第 1 回事業計画作成 

平成 27 年度の「町づくりの会」で出てきた意見をまとめる。 

１． 住みやすいところ 

➢ 海があり山があり、空気がきれいと自然が豊か。 

➢ 気候も温暖で、自然災害が比較的少ない。 

2. 生活の利便性がよい 

➢ 病院・学校が近くにある。 

➢ 銀行が多く、キヌヤ・コンビニ・ジュンテンドー等の買い物施設も近い。 

3. 地域遺産がある。 

➢ 都野津会館・佐々木凖三郎氏の業績が残っている。 

➢ 新四国８８ケ所めぐりがある。 

➢ 古い家並みが貴重、石州瓦は地域遺産。 

（４）地域に発生する問題や困りごと 

平成 27 年度の「町づくりの会」で出てきた意見をまとめる。 

1. 希薄な人間関係 
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➢ 近所づきあいができなくなっている。 

➢ 地域行事への非協力性。 

2. 都野津人気質のマイナス面 

➢ 陰口が多い。 

➢ 公的な発言ができない。 

➢ 他人の足を引っ張る。 

3. 少子高齢化による地域の担い手不足 

➢ 商店が激減した。 

➢ 町に子どもの声がせず活気が感じられない。 

4. 地域環境不整備 

➢ 町の案内板がない。 

➢ 街路灯が不足して、町が暗い。 

5. 生活路の未整備 

➢ 旧町の路地幅が狭い。 

➢ 街並みが生かされていない。 

（５）地域の将来像（基本理念・キャッチフレーズ）とその考え方 

理念は、「誰もが安心して住み続けられる町づくり」 

そのためには、 

◼ １０年後・２０年後の地域づくりの担い手育成。 

地域づくりは人づくり、津宮小学校の子供たちの心育てを地域で取り組む。同時に子育て世代の親たちにもアプローチしていく。 

◼ 町民一人一人が、グリーンカードの精神（ＰＩＴ）を持つ。 

グリーンカード精神とは、人の良いところを探して、褒める（Praise）・感動する（Impressed）・感謝する(Thank) 

町民みんなが、ＰＩＴを考えれば、きっとこの町は住みよい町になる。 
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町づくり協議会は、 

◼ 町づくり・人づくりの発信基地 

生涯学習の場としての貸館業務という受け身の立場でなく、町民が安心して住み続けられる町づくりを積極的に推進していく。 

◼ 常にＰＤＣＡを意識し前向きな活動。 

年間の予算と計画をまとめる組織として、計画（Plan）・実行（Do）・評価（Check）・改善（Act）を常に意識して取り組むことが大

切。 

平成 28 年度納涼祭で愛称を「あぷりこ」とする。「あぷりこ」とは、昭和初期、都野津町の各家庭の庭に（杏）の木が植えられた。過

去、都野津町はあんずの里と言われていたそうだ。杏は英語でアプリコットと言い、都野津地域コミュニティ交流センターの愛称を「あ

ぷりこ」とする。 

 

※平成 30 年度を迎えるにあたって、 

町づくり協議会とは「何なのか？」「なぜ、公民館からコミュニティセンターに変わる必要があったのか？」といった、根本的な問題に

ついて住民議論の機会をあらためて待つ必要を感じる。そのような住民議論を進めるきっかけづくりに、3 年目を迎える「都野津町づ

くり協議会」の現状報告会を、自治会単位または各種団体等で開催していきたい。 

 

※平成 31 年度（令和元年度）を迎えるにあたって 

各自治会に出向いての現状報告会は実現できずに 31 年度を迎えてしまった。しかし、町民意識は確実に変化を示している。この小さ

な変化を大きな変革につなげていくためにも、協議会の「つながり」活動に賛同する人や団体と連携を密にしていく。また、立ち上げ

から積み重ねてきた 3 年の経験を反映させた今回の規約・組織の軽微な修正を新たに示していく。 

行事中心の町づくりは、協議会理念「誰も」に沿ったものではなく、一部の町民はその恩恵を受けることができていないのが現実。 
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多くの町民に協議会費を還元していくことは、協議会費を納入する価値を理解していただくこと。それが、自治会という「つながり」

システムを維持していくことに他ならない。自治会は、繋がりシステムの最初の一歩である。また、繋がりシステムを維持していくた

めの人の確保に、有償ボランティア制度を構築していく。「仕組み」と「人」ができれば、あとは組織の協力と事務局の底力・頑張りの

み。 

 

※令和 2 年度は、社協支会活動も協議会の仲間入り 

町づくりの永遠のテーマ「繋がり」は、日時と場所を限定のイベント事業から、各世帯に伺う見守り活動へとシフトすることを促して

いる。令和 2 年度は、コミュニティナース事業よりスタートをする。社協支会事業として、ソーシャルキャピタルアンケートを実施し、

都野津地域のつながり実態を可視化することから始める。この事業は、都野津町づくり協議会と「てごねっと石見」及び「島根大学」

との共同作業。令和元年度に行った「まちなか処方学」で学んだことは、病は薬と外科処置で治す。町づくりに例えると、外科処置は

（事業）であり、薬は（かかわり方）であるということ。「誰もが安心して住み続けられる町づくり」という目的を達成するために、見

守り活動を中心とした多種多様な事業を、そこに参加する地域住民に寄り添うかかわり方をもって展開する。そのために、ソーシャル

キャピタルを高める学びを推進する。 

個が繋がることは困難だが、趣味を同じくする者のつながりは比較的たやすく現に多い。町づくりへのかかわり方も既存のグループへ

の声掛け・グループ通しをつなげる仕組みやプロジェクトを企画する。 

 

令和元年度 4 回開催の福祉学習会のまとめ 

誰もが安心して住み続けられる町づくり 

繋がり 

居場所   会館カフェ 歌声喫茶【健康王国】 書道教室 歩こう会 オレンジカフェ  

引きこもりカフェ ふわふわ遊具 
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見守り   ママクラブ コミュニティナース 

町おこし  凖三郎記念館 生誕祭 語る会  

      都野津発見  町迷路 都野津駅 お宝小冊子 

      桜を守る会 江津高校連携 神楽愛好会 

      八十八か所 

人づくり  通学合宿 

      つのみやっこ広場 あぷりこスクール 

健康づくり 心と体の健康づくり 

福祉学習  ソーシャルキャピタル ワークショップ アンケート  

       

評価・表彰する機会。 

数字でなく、ボリュームでなく。メンタル評価。 

気にする・気にしてくれる人を増やす。 

 

福祉学習会まとめ 

⚫ 声を聞く仕組み 

 意見交換会 

意見交換する場所：空き家・運動会直会 

⚫ ご近所・世代間交流 

 町内交流会の推進 

世代間交流町歩き 

  配食・サンタ事業→支会活動 

⚫ 支えあい 

 見守り活動 
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ゴミ出し・生活交通  

 

福祉学習会の成果（参加者個人による事業提案書） 

課題 1：多くの住民の声を聴くための仕組みづくり 

事業名 内    容 
目的適

合性 

実現可

能性 

費用対

効果 

・思いや声を聴く ・要望等を個々面接で実態調査し、実態を把握する。 〇 △ △ 

・意見交換会 ・自治会単位での意見交換会。若者からの意見を大事にする。 〇 〇 〇 

・町内集会場づくり ・空き家の有効活用 〇 〇 △ 

・町民の意見を聴く

会 
・自治会で 3 か月、若しくは 6 か月に 1 回会合を設ける。問題を自治会長会議に。 〇 〇 〇 

・町民の交流場を整

備 
・人が気楽に集まれる場所（集会所）を自治会単位に整備する。（空家の活用） 〇 〇 △ 

・運動会直会 ・町全体で実施して、町民皆でコミュニケーションをする。 〇 〇 〇 

     

課題２：近所同士、高齢者と若者の接点を作る取り組み 

・近所同士の食事会 ・畑で作った野菜や余ったものを空き家などに持ち寄って食事会を開く。 〇 〇 〇 

・配食サービス ・３か月に１度、高齢者宅への全戸配食。 〇 △ 要調査 

・子供プレゼント ・季節ごと、クリスマス・サンタが子育て宅にプレゼントを煙突から届ける。 〇 △ △ 

・都野津再発見 ・都野津に住んでいても知らない事あります。町を歩いて再発見したい。 〇 〇 〇 

・あいさつ運動 ・お互い出会ったら挨拶を行う。慣習化することでお互いの顔が分かってきて会話が    

  進んでいく。 〇 〇 〇 

・近所の集会所 ・近所の声を聞く。意見を聞いて出来る人が実施。 〇 〇 要調査 
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・交流ネットワーク ・自治会とは別に住民ネットワークをつくり若い人達も協議会活動に興味をもって    

  もらい誘いだす。(分団ごとに！） 〇 〇 要調査 

・お隣同士の交流 ・お隣同士の交流が減ったので１か月に１回でも集まられる方が、コミュニティに    

  集まり、１つのことを皆でする。得意なことを教え合う。例：料理、縫物、畑作 〇 〇 〇 

・歴史探訪 ・子ども達と一緒に町内にある標柱を見て歩き説明してあげ、都野津の歴史を知り    

  この町大好きと言える子供達をつくる。 〇 〇 〇 

・近所同士交流 ・あいさつ、子供の見守り活動、ご近所どうしで声掛けし、集まってみる。 〇 〇 〇 

・夜回り ・子ども会と消防団が夜回りをする。 〇 〇 〇 

     

     

課題３：高齢者を支える助け合いの仕組みづくり       

・よりあい ・買い物、通院の送迎（車で付き添い） 〇 △ 要調査 

・高齢者見守り ・グループをつくり、訪問し仲良く楽しい人間関係を築く。玄関ベルを付ける。 〇 〇 〇 

・生活支援 ・ゴミ出しの手伝い。 〇 〇 〇 

・防災組織 ・自治会長や住民が高齢者を確認しておく。 〇 〇 〇 

・給食 ・ニコニコ給食、子ども食堂の続行 〇 〇 △ 

・見守り活動の PR ・あぷりこで開催されている取り組みの具体的な紹介文をもって回る。 〇 〇 〇 

・子どもが集う場づ

くり 
・子どもが主体的に遊び、遊びから学ぶ場づくり 〇 △ 要調査 

     

     

課題４：住民参画を進めるための協議会運営の仕組みづくり       

・自治会長任期 ・1 年では、顔を覚えるのがやっと、2 年はやってほしい。 自治会   
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・広報活動 ・コミュニティで行っていることへの参加できるよう、積極的な声掛けが大事。 〇 〇 〇 

 

 

令和 3年 2 月 26日 

コロナ禍の 1年を終え、行事の開催中止を連発した前半から、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を取ったうえでの事

業開催を行った後半であった。 

 

令和３年度事業計画案 

町づくり協議会 

⚫ 会議 

➢ 運営会議：毎月第１火曜日 午後６時３０分 

メンバー10 名：会長・副会長 6 名・部長 2 名・事務局長  

（議事録担当者 1 名） 

     町づくり協議会・自治会・支会 事業運営等の協議 

➢ 会計監査：４月 15 日（木）・16 日(金) 午後１時～５時 

 監事：林・小西 

➢ 総会：５月 11 日 火曜日 午後 7 時 

 評議員 27 名・監査委員 2 名・運営会議委員 10 名・事務局 3 名 

➢ 自治会長会議：第 1 回顔合わせ 4 月 13 日 火曜日 午後 7 時 

以降、隔月・奇数月第２火曜日 午後７時 

     運営会議協議事項報告・支会事業等について 
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➢ 子ども会議（AJM・JuM）：毎週金曜日 午後 4 時 30 分～ 

 津宮小児童・青陵中学校生徒 

➢ つながり研究会：第 4 金曜日 午後 6 時 30 分 

 

⚫ 環境整備 

➢ 市民一斉清掃：6 月 6 日 日曜日 午前 7 時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 秋の川掃除：10 月 3 日 日曜日 午前 7 時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 海浜清掃：6 月 20 日 日曜日 午前 7 時 

 環境防災部主管 

➢ 大工屋川草刈り：4 月・７月・８月・10 月・11 月 第１月曜日 午後 1 時 30 分 

 環境防災部員他有志による草刈り（有償ボランティア） 

➢ 大工屋川土砂撤去作業依頼：寺下工務店へ依頼、市民一斉清掃前に土砂撤去。旧道から永島青果手前まで。土嚢袋は協議会が準備。 

 交渉：南口修（事務局長） 

 

⚫ 交通安全 

➢ 春の交通安全運動：4 月第 1 週 ４月６日(火)～４月１５日(木) 土日は休み 

➢ 秋の交通安全運動：9 月第 3 週 

 

⚫ 防災事業（環境防災部・支会） 

➢ 防災デー：6 月 27 日 日曜日 

2 月 6 日 日曜日 

⚫ 広報 
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➢ あぷりこ：毎月発行 前月 10 日入稿締切 24 日印刷完了 25 日回覧投入 

 原稿整理：山下 取材及び 1 ページ担当：今﨑 

➢ ホームページ：随時 

 管理者：浅田典昭広報部長 

➢ 防災無線情報：毎月 

 事務局が地域振興課へ情報発信 

 

⚫ 行事（実行委員会） 

➢ 納涼盆踊り：第 1 回実行委員会 6 月 8 日 火曜日 午後 7 時 

      メンバー：運営会議員・自治会長担当者・お助け隊・盆踊り保存会 

 8 月１４日 土曜日 

➢ 敬老会（支会事業）：第 1 回実行委員会 7 月 20 日 水曜日 午後 7 時 

      メンバー：運営会議員・自治会長担当者・お助け隊 

 9 月 23 日 木曜日（秋分の日）  

➢ 運動会：第 1 回実行委員会 8 月 10 日 火曜日 午後 7 時 

      メンバー：運営会議員・自治会長担当者・お助け隊・体協 

 10 月 17 日 日曜日 

➢ 文化祭（活動報告・展示会）：第 1 回実行委員会 9 月 21 日 火曜日 午後 7 時 

      メンバー：運営会議員・自治会長担当者・お助け隊 

 11 月 28 日 日曜日 
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➢ 年賀会：1 月 1 日 土曜日 午前 10 時 

 

 

⚫ 事業（町づくり部・健康づくり） 

《健康づくり》（市政策枠交付金） 

➢ いきいき百歳体操：毎週火曜日 午前 9 時 30 分 参加費無料 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 

➢ ポールエクササイズ：毎月第 1 月曜日・第 3 木曜日 午後 1 時 30 分参加費 50 円 

 担当者：大井俊美（お助け隊） 

➢ 食生活改善事業：毎月レシピ広報・講演や報告会（食をテーマ） 

憩い食堂等の給食活動支援 

     担当者：食改都野津支部 

 

  町づくり部（独自事業交付金） 

《見守り》 

➢ 見守り活動（見守りナース）：平日午前中 

 担当者：室田千波 

➢ オレンジ会議（第 3 層協議体）：第 4 金曜日 午後 2 時 

     担当者：南口修（事務局長）・見守りナース・民児協・江津市医療対策課・包括  支援センター・江津市社会福祉協議会 SC 

➢ 会館カフェ：毎月第 3 金曜日 午前 11 時 30 分 参加費 100 円 

 担当者：佐々木京子（お助け隊） 

➢ 歌声喫茶：毎月第 2・4 木曜日 午前 10 時 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 
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➢ 書道教室：毎月第 3 水曜日 午後 6 時 

 担当者：南口修（事務局長） 

➢ オレンジカフェ：毎月第 3 木曜日 「グルーホームひのき」または「あぷりこ」 

参加費 100 円 

     担当者：南口修（事務局長） 

➢ ようこそ都野津へ：講師派遣事業 

 担当者：南口修（事務局長） 

➢ 居場所開発支援：自主サロン等の開発支援費用 

 担当者：南口修（事務局長） 

《人づくり》 

➢ あぷりこスクール：毎週木曜日 午後 6 時 参加費 300 円 

 担当者：浦辺太一（県立大学） 

➢ つのみやっこ広場：毎日午後 

 担当者：南口修（子ども教室コーディネーター）・教育委員会事業併用 

➢ 通学合宿：3 月 6 日～12 日 

 担当者：南口修（子ども教室コーディネーター） 

 支援者：江津高校生徒・県立大学学生・地域有志 

➢ AJM：毎週金曜日 午後 4 時 30 分～ 

 担当者：南口修（事務局長） 

 メンバー：津宮小学校児童・青陵中学校生徒 

➢ つながり研究会：第 4 金曜日 午後 6 時 30 分 

 メンバー：都野津地域住民及び関係者 

 

《町おこし》担当者：南口修（事務局長） 
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➢ 生誕祭（凖三郎を語る会）：2 月 13 日 日曜日 

 憩い食堂併用開催 

➢ つのづエントランス：万葉への誘い・棟札見学コース・ 

主管はつながり研究会 

➢ 都野津発見・町歩き：発見地図を使用しての町歩き。 

➢ 会館神楽：江津高校神楽愛好会 

《都野津支会》 

⚫ 基本事業 

➢ 憩い食堂：隔月 奇数月 第 4 日曜日 参加費 100 円 

（ようこそ都野津・健康づくり・食改） 

担当者：南口修（事務局長）・給食ボランティア（有償ボランティア） 

5 月 23 日：担当者 音楽鑑賞会 石見音楽文化振興会・つながり研究会 

7 月 25 日：担当者 地域の皆さんお世話になります    子ども会議 

9 月 26 日：担当者 健康まつり 医療対策課 見守りナース 

11 月 28 日：担当者 ベトナム料理 事務局 

2 月 13 日：担当者 生誕祭 つながり研究会 

3 月 6 日：担当者 卒業神楽 江津高校神楽愛好会 

➢ 歳末声掛け訪問：12 月末 

 担当者：民児協・お助け隊他有志・自治会長（有償ボランティア） 

 

⚫ 季節事業（令和４年度準備期間） 

➢ 花見会：4 月 18 日 日曜日 参加費 100 円 

➢ 還暦祝い：8 月 15 日 日曜日 参加費 100 円 
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➢ もちつき：12 月 19 日 日曜日 参加費 100 円 

➢ 成人式：1 月 2 日 日曜日 参加費 100 円 

 

 

令和 4年度都野津町づくり協議会町づくり計画について、2年度・3年度とつながり・見守りに重点を置き活動実施してき

た。令和 4 年度は、より具体的に深めていきたい。子育て・高齢者・困難者見守りに見える形で実施する。民生児童委員

協議会や更生保護女性会にも活動していただく。また、地域に活動されている福祉団体にも合流していただき、幅・深み

のある町づくりに努める。 

令和 4 年度事業計画案 

《町づくり協議会》 

⚫ 会議 

➢ 運営会議：毎月第１火曜日 午後６時３０分 

メンバー12名：会長・副会長 8名・部長 2名・事務局長  

（議事録担当者 1名） 

     町づくり協議会・自治会・支会 事業運営等の協議 

➢ 会計監査：４月 20日（水）・21日(木) 午後１時～4時 

 監事：藤音・盆子原 

➢ 総会：4月 28日 木曜日 午後 6 時 30分 

 評議員 26名（21名）・監査委員 2名・運営会議委員 12名・事務局 3名 

➢ 自治会長会議：第 1回顔合わせ 4月 12日 火曜日 午後 6時 30分 

以降、隔月・奇数月第２火曜日 午後 6時 30分 

     運営会議協議事項報告・支会事業等について 

➢ 都野津支会理事会：5月 13日 金曜日 午後 6時 30分 
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 新理事確定は協議会総会後の為 

➢ オレンジ会議：毎月第 4金曜日 午後 2時 

協議会・民児協・生活支援コーディネーター 

➢ 子ども会議（AJM・JuM）：毎週金曜日 午後 4時 30分～ 

 津宮小児童・青陵中学校生徒 

➢ つながり研究会：町民・県大生・ポリテク生等々 

➢ つのづの明日 2022：町づくりの意見交換・人づくり（心づくり） 

 担当：事務局 

⚫ 環境整備 

➢ 市民一斉清掃：6月 5日 日曜日 午前 7時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 秋の川掃除：10月 2日 日曜日 午前 7時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 海浜清掃：6月 19日 日曜日 午前 7時 

 環境防災部主管 

➢ 大工屋川土砂撤去作業依頼：寺下工務店へ依頼、市民一斉清掃前に土砂撤去。旧道から永島青果手前まで。土嚢袋は協議会が準備。 

 交渉：南口修（事務局長） 

➢ 地域環境整備：公園・水尻川等々 

担当：環境衛生部員・町民有志 

➢ 施設環境整備：あぷりこ・記念館整備 

 担当：お助け隊 

➢ 年末大掃除：あぷりこ（12月 25 日）・記念館（12月 24日） 

⚫ 交通安全 

➢ 春の交通安全運動：4月第 1週  
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➢ 秋の交通安全運動：9月第 3週 

➢ 青色パトロール：随時・年末警戒参加 

        青パト隊員 7名 

⚫ 防災事業（環境防災部・支会） 

➢ 自主防災組織の整備：随時 

 防災資機材の整備等 

➢ 防災デー：6月 26日 日曜日 

2 月 5日 日曜日 

⚫ 広報 

➢ あぷりこ：毎月発行 前月 10日入稿締切 24日印刷完了 25日回覧投入 

 原稿整理：山下 取材及び 1ページ担当：広報部員・今﨑 

➢ ホームページ：随時 

 管理者：浅田典昭広報部長 

➢ 防災無線情報：毎月 

 事務局が地域振興課へ情報発信 

➢ 回覧作成：随時 

事務局 

⚫ 行事（実行委員会） 

➢ 納涼盆踊り：第 1回実行委員会 6月 7日 火曜日 午後 6時 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊・盆踊り保存会 

 8 月１４日 日曜日 時間未定（盆おどり保存会との協議） 

➢ 敬老会（支会事業）：第 1回実行委員会 7月 20日 水曜日 午後 6時 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊 

 9 月 23 日 金曜日（秋分の日）  



19 

 

➢ 運動会：第 1回実行委員会 8月 10日 水曜日 午後 7時 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊・体協 

 10 月 16 日 日曜日 

➢ 文化祭（活動報告・展示会）：第 1回実行委員会 9月 21日 水曜日 午後 6時 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊 

 11 月 27 日 日曜日 

➢ 年賀会：1 月 1 日 日曜日 午前 10時 

⚫ 事業（町づくり部・健康づくり） 

《健康づくり・人権》（市政策枠交付金） 

➢ いきいき百歳体操：毎週火曜日 午前 9時 30分 参加費無料 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 

➢ ポールエクササイズ：毎月第 1月曜日・第 3木曜日 午後 1時 30分参加費 50円 

 担当者：大井俊美（お助け隊） 

➢ 食生活改善事業：毎月広報記事・講演や報告会（食をテーマ） 

憩い食堂・あぷりこ食堂（子ども食堂）等の給食活動支援 

     担当者：食改都野津支部  

➢ 人権研修：幸福探し（誰もが安心して住み続けられる町づくり） 

認知症サポーター養成講座・あいサポーター養成講座 

担当者：人権教育中核指導者 

➢ つのづすまいる教室：介護教室 

担当：株式会社 浜野屋（すまいるぷらす） 

   

町づくり部（独自事業交付金） 

《見守り・居場所》 
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➢ 歌声喫茶：毎月第 2・4木曜日 午前 10時 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 

➢ 書道教室：毎月第 3水曜日 午後 6時 

 担当者：佐々木京子（お助け隊）・南口修（事務局長） 

➢ あったかカフェ：毎月第 3木曜日 「グルーホームひのき」または「あぷりこ」 

     担当者：佐々木美代子（お助け隊）・南口修（事務局長） 

➢ ようこそ都野津へ：講師派遣事業 

 担当者：南口修（事務局長） 

➢ 居場所開発支援：自主サロン等の開発支援費用 

 担当者：南口修（事務局長） 

➢ 見守り隊：見守りスタッフ配置・見守り活動（登下校の見守り・町の見守り） 

     つのみやっこ広場での見守り 

  担当者：民児協 

➢ あぷりこお楽しみバス：不定期 

     担当者：マイクロバス運転（南口） 

➢ 憩い食堂：支会事業と共催 

     担当者：回ごとに主管者・事務局 

➢ レギュラーコンサート：石見音楽文化振興会 

     担当者：振興会メンバー 

《人づくり》 

➢ あぷりこスクール：毎週木曜日 午後 6時 参加費 100円 

 担当者：浦辺太一（県立大学） 

➢ つのみやっこ広場：平日の午前・午後 

 担当者：今田喜代子・南口イワ子・南口修（子ども教室コーディネーター） 
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つのみやっこ広場スタッフ（教育委員会事業併用） 

子ども食堂の開催協力 

➢ 通学合宿：3月 5日（土）～11日（日） 

 担当者：南口修（子ども教室コーディネーター） 

 支援者：江津高校生徒・県立大学学生・町民有志 

➢ AJM：毎週金曜日 午後 4時 30分～ 

 担当者：浦辺太一・南口修（事務局長） 

 メンバー：津宮小学校児童・青陵中学校生徒 

➢ 子育て教室：毎月開催 

担当者：馬場美帆 

➢ つながり研究会：不定期 

     メンバー：町民・県大生・ポリテク生等々 

  《町おこし》 

➢ 生誕祭（凖三郎を語る会）：2月 11日 土曜日 

 憩い食堂併用開催 

➢ つのづエントランス：万葉への誘い・棟札見学コース・通りに名前を・・・ 

主管は、つながり研究会・角の会・新８８ヶ所の会 

➢ 都野津発見・町歩き：発見地図を使用しての町歩き。クイズ「どこでしょうか？」 

 担当：つながり研究会 

➢ 縁 JOYまつり：ステージ・神楽・テント村・キッチンカー 

 担当：街並みの会・つのづ若者衆 

《都野津支会》 

⚫ 基本事業 

➢ 憩い食堂：隔月 奇数月 第 4日曜日 参加費 100円 
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（ようこそ都野津・健康づくり・食改） 

担当者：南口修（事務局長）・給食ボランティア（有償ボランティア） 

 5月 22日：担当者 音楽鑑賞会 石見音楽文化振興会・つながり研究会 

 7月 24日：担当者 子ども会議 

 9月 25日：担当者 健康まつり 医療対策課 見守りナース 

 11月 27日：担当者 ようこそ都野津 ベトナム料理 

 2月 11日：担当者 生誕祭 つながり研究会 

 3月 19日：担当者 縁 JOYまつり 

➢ 見守り隊：見守り隊員育成事業 

  担当者：人権研修 

➢ あぷりこお楽しみバス：不定期 

     担当者：マイクロバス運転（南口） 

➢ オレンジ会議（第 3層協議体）：第 4金曜日 午後 2時 

     担当者：南口修（事務局長）・民児協・江津市社会福祉協議会 SC 

➢ 共同募金事業所周り：11月 

  担当者：支会副会長 

➢ 歳末声掛け訪問：12月末 

担当者：民児協・お助け隊他有志・自治会長（有償ボランティア） 

➢ 敬老会：9月 23日（秋分の日） 金曜日 主催事業 

⚫ 季節事業（検討） 

➢ 花見会：4 月 18日 日曜日 参加費 100円 

➢ 還暦祝い：8月 15日 日曜日 参加費 100円 

➢ もちつき：12月 19日 日曜日 参加費 100円 

➢ 成人式：1 月 2日 日曜日 参加費 100円 
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令和 5年度 事業計画 

令和 4年度より「笑みサポーター養成講座」を開催し、町内に多くのつながりのキーパーソンを育成していく。養成講座

は、隔月で開催し、内容は特にこだわらず色々な出会いを作っていく。 

「町づくり」と「町起こし」、旧来この違いについて議論をしてきたであろうか？協議会を立ち上げて 7 年目を終え、支え

合い・助け合い・認め合いの重要性にいまさらながら気づかされている。しかし、よくよく考えてみるとコミュニティ化

は、少子高齢化によって今までできていたことができなくなる、だから町でできることは町で考えてみよう。 

考え始めていきついたところが、支え合い・助け合い・認め合い。困っている人・この町で安心して生活できていない

人、不安な人・・・、そんな人たちが多くいることに気づかされる。また高齢化によって増加し、核家族化によって子育

て世代の困窮から来る「人づくり」「子育て」の悪化。町づくり協議会がなすべきことは、つまりここにあるのではないか

と気づく。 

何を言わんかといえば、これまで行ってきたイベント行事（運動会・納涼祭・敬老会・文化祭）といった、期日を決めて

場所を決めて行う行事。ここまで来てください、町のみんなで集まってつながりを作りましょう。このような行事には、

前者は参加していないのだ。参加しようにも参加できない事情があるのだ。つまりこれが今まで行ってきた町づくり。

「町」を作るのではなく。寝ている「町」を起こす事業。 

今年度からは、「町起こし」と「町づくり」を明確にしながら、町づくり協議会の事業を進めていく。 

令和 5 年度事業計画案 

《町づくり協議会》 

⚫ 会議 

➢ 運営会議：偶数月水曜日 午後６時３０分 

メンバー11名：会長・副会長 7 名・部長 2名・事務局長  

（議事録担当者 1名） 

     町づくり協議会・自治会・支会 事業運営等の協議 

    令和 4年度第 12回運営会議：4月 12日 水曜日 旧メンバー 
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    令和 5年度第１回運営会議：5月 10日 水曜日 新メンバー 

    令和 5年度第 2回運営会議：6月 7日 以降偶数月開催 

➢ 会計監査：４月 20日（木）・21日(金) 午後１時～4時 

 監事：藤音・盆子原 

➢ 総会：4月 28日 金曜日 午後 6 時 30分 

 評議員 26名（21名）・監査委員 2名・運営会議委員 11名・事務局 3名 

➢ 自治会長会議：第 1回顔合わせ 4月 19日 水曜日 午後 6時 30分 

以降、偶数月水曜日 午後 6時 30分 

第 2回自治会長会議：6月 14日 午後 6時 30分 

     運営会議協議事項報告・支会事業等について 

     ※班長会議：6月 14日 （第 2回自治会長会議）自治会長+班長（組長） 

➢ 行事の見直し検討会：住民アンケート実施中 

➢ 都野津支会理事会：6月 7日 水曜日 午後 6時 30分（運営会議合同開催） 

江津市社会福祉協議会の開催を待つため 

➢ オレンジ会議：協議会事務局が民生児童委員を兼務したため開催不用 

➢ 子ども会議（AJM・JuM）：つのみやっこ広場開催時に随時行う。 

⚫ 環境整備（環境防災部） 

➢ 市民一斉清掃：6月 4日 日曜日 午前 7時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 秋の川掃除：10月 1日 日曜日 午前 7時 

 町清掃実施要領に沿って 

➢ 海浜清掃：6月 18日 日曜日 午前 7時 

 環境防災部主管 

➢ 大工屋川土砂撤去作業依頼：寺下工務店へ依頼、市民一斉清掃前に土砂撤去。旧道から永島青果手前まで。土嚢袋は協議会が準備。 
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 交渉：南口修（事務局長） 

➢ 地域環境整備：公園・水尻川（第 2日曜日）・草刈り等々 

担当：環境衛生部員・町民有志 

➢ 施設環境整備：あぷりこ・記念館整備 

 担当：お助け隊 

➢ 年末大掃除：あぷりこ（12月 24 日）・記念館（12月 23日） 

⚫ 交通安全（都野津交安協・交対協） 

➢ 春の交通安全運動：5月 11日～20日（総選挙が 4月 9日の為）  

➢ 秋の交通安全運動：9月第 3週 

➢ 青色パトロール：随時・年末警戒参加 

        青パト隊員 7名 

        新メンバー講習会開催予定 

⚫ 防災事業（環境防災部・支会） 

➢ 自主防災組織の整備：随時 

 防災資機材の整備等 

➢ 防災デー：7月 23日 日曜日  あぷりこ（憩い食堂と合同開催） 

2 月 10日 土曜日  記念館（憩い食堂・生誕祭と合同開催） 

⚫ 広報 

➢ あぷりこ：毎月発行 前月 10日入稿締切 24日印刷完了 25日回覧投入 

 原稿整理：山下 取材及び 1ページ担当：広報部員・AJM 

➢ ホームページ：随時 

 管理者：浅田典昭広報部長 

➢ 防災無線情報：毎月 

 事務局が地域振興課へ情報発信 
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➢ 回覧作成：随時 

事務局 

⚫ 行事（実行委員会） 

➢ 納涼盆踊り：第 1回実行委員会 5月 31日 水曜日 午後 6時 30分 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊・盆踊り保存会 

 8 月１４日 月曜日 時間未定（盆おどり保存会との協議） 

➢ 敬老事業（支会事業）：第 1回実行委員会 7月 19日 水曜日 午後 6時 30分 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊 

 9 月末までに「祝い金」の配布  

➢ 運動会：第 1回実行委員会 8月 16日 水曜日 午後 7時 

      メンバー：運営会議役員・自治会長担当者・お助け隊・体協 

 10 月 15 日 日曜日予定 

➢ 互例会：1 月 4 日 木曜日 午後 6時 30分 

    運営役員・自治会長・民生児童委員出席 

※文化祭：文化祭事業は、憩い食堂に統合。 

⚫ 町づくり部事業 

《健康づくり・人権》（市政策枠交付金） 

➢ いきいき百歳体操：毎週火曜日 午前 9時 30分 参加費無料 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 

➢ ポールエクササイズ：毎月第 1木曜日・第 3木曜日 午後 1時 30分参加費 50円 

 担当者：髙野末美子（お助け隊） 

➢ 食生活改善事業：毎月広報記事・講演や報告会（食をテーマ） 

憩い食堂・あぷりこ食堂（子ども食堂）等の給食活動支援 

     担当者：食改都野津支部  
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➢ 人権研修：笑みサポーター養成講座（誰もが安心して住み続けられる町づくり） 

担当者：人権教育中核指導者 

➢ つのづすまいる教室：介護教室 

担当：株式会社 浜野屋（すまいるぷらす） 

《見守り・居場所》（独自事業交付金） 

➢ 歌声喫茶：毎月第 2・4木曜日 午前 10時 

 担当者：平田訓子（お助け隊） 

➢ あったかカフェ：毎月第 3木曜日 「グルーホームひのき」または「あぷりこ」 

     担当者：南口イワ子・佐々木美代子（お助け隊）・南口修（事務局長） 

➢ ようこそ都野津へ：講師派遣事業 

 担当者：南口修（事務局長） 

➢ 笑みサポ：見守りスタッフ配置・見守り活動（登下校の見守り・町の見守り） 

     つのみやっこ広場での見守り 

  担当者：民児協 

➢ あぷりこお楽しみバス：不定期 

     担当者：マイクロバス運転（南口） 

➢ 憩い食堂：支会事業と共催 

     担当者：回ごとに主管者・事務局 

《人づくり》（独自事業交付金） 

➢ あぷりこスクール：毎週木曜日 午後 6時 参加費 100円 

 担当者： 

➢ つのみやっこ広場：平日の午前・午後 

 担当者：今田喜代子・南口イワ子・南口修（子ども教室コーディネーター） 

つのみやっこ広場スタッフ（教育委員会事業併用） 
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子ども食堂の開催協力 

➢ かわらっこ：江津高校生 

➢ 通学合宿：3月 5日（土）～11日（日） 

 担当者：南口修（子ども教室コーディネーター） 

 支援者：江津高校生徒・県立大学学生・町民有志 

➢ AJM：毎週金曜日 午後 4時 30分～ 

 担当者：浦辺太一・南口修（事務局長） 

 メンバー：津宮小学校児童・青陵中学校生徒 

  《町おこし》（独自事業交付金） 

➢ 生誕祭（凖三郎を語る会）：2月 10日 土曜日 

憩い食堂併用開催 

➢ 佐々木凖三郎記念館内部模様替え：ポリテクカレッジ共同 

➢ 佐々木凖三郎記念館リーフレット作成：100,000円（2000 部 柏村印刷） 

➢ つのづエントランス（万葉への誘い）： 

通りに名前 

石見相聞歌とつのづ 

空家・赤瓦景観 

➢ 都野津町迷路：発見地図を使用しての町歩き。クイズ「どこでしょうか？」 

 担当：広報部 

➢ 都野津音頭の普及：江津高校吹奏楽部との合同開催 

ステージ・フリーマーケット・キッチンカー 

 担当： 

《都野津支会》 

⚫ 基本事業 
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➢ 憩い食堂：隔月 奇数月 第 4日曜日 参加費 100円 

（ようこそ都野津・健康づくり・食改） 

担当者：南口修（事務局長）・給食ボランティア（有償ボランティア） 

 6月 17日：担当者 江津高校・青陵中学校吹奏楽部 

 7月 30日：担当者 防災デー・子ども祭り AJM（いじめって何？） 

 9月 24日：担当者 健康まつり 医療対策課・済生会・スマイルガーデン  

 12月 3日：担当者 フリーマーケット 

 2月 10日：担当者 生誕祭 防災デー 記念館 

 3月 10日：都野津音頭（江津高校吹奏楽部・青陵中学校吹奏楽部） 

➢ 笑みサポーター養成講座：笑みサポ育成事業 

  担当者：人権 

➢ サロン事業：さくらっこサロン・活き活きサロン・そよかぜサロン・（26町内集会所） 

➢ 共同募金事業所周り：11月 

  担当者：森口成子・佐々木美代子・南口修 

➢ チャリティーバザー協力 

➢ 歳末声掛け訪問：12月末 

担当者：民児協・お助け隊他有志・自治会長 

⚫ 季節事業 

➢ もちつき：12月 17日 日曜日 参加費 100円 

 

 

 

 

 



 

 

地域づくりの基本理念  「誰もが安心して住み続けられる町づくり」 

■基本目標             ■基本方針             ■プロジェクト 

＊地域づくりの目標を記入      ＊地域づくりの柱となる事項を記入  ＊具体的な事業を記入 

 

※Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは、独自事業交付金による活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ安心は「繋がる」ことか

ら始まる 

 

 
Ⅱ「繋がって」伝える 

人材育成 

Ⅲ過去・現在・未来を 

「繋げる」 

1.見守り 

2、令和 5年度の地域づくり計画の骨子 

 
3.町おこし 

① 笑みサポーター 
② 憩い食堂 
③ 歌声喫茶 
④ あったかカフェ 
⑤ ようこそ都野津へ 
⑥ 居場所開発支援 
⑦ あぷりこお楽しみバス 

① 通学合宿 
② あぷりこスクール 
③ つのみやっこ広場 
④ AJM 
⑤ かわらっこ 

① 都野津発見・町歩き 
② 凖三郎を語る会（生誕祭） 
③ つのづエントランス 
④ 都野津音頭普及活動支援 
⑤ 記念館リーフレット 
⑥ 記念館模様替え 

 
2.人づくり 
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※Ⅳは、市政策枠交付金による活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ⅴは、共同募金を原資とした支会活動。 

 

 

 

 

 

※Ⅵ・Ⅶは、協議会自己資金による活動。 

 

 

 

 

 

 

 

① こころの健康 
人権研修 
笑みサポーター養成講座 

② 身体の健康 
いきいき百歳体操 
ポールエクササイズ 

③ 食生活改善 
④ 介護食教室 

都野津支会 

こころと身体の健康づくり 

① 憩い食堂 
② 歳末声掛け 
③ 笑みサポーター 
④ チャリティーバザー 
⑤ 共同募金活動 
⑥ 季節事業 

もちつき 
 

Ⅳ 健康づくり 

Ⅴ  地域福祉事業 

Ⅵ 地域の環境と防災 環境防災部 

① 環境整備事業 

春・秋町清掃・施設環境

整備・海浜清掃・年末大

掃除 

② 防災意識の高揚・機材整

備  防災デー 

③ 交通安全 

  春・秋交通安全 
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基本目標Ⅰ 安心はつながることから始まる。 

 

事業一覧 

実施スケジュール 及び 事業費 
役割分担・協働 

■検討時期  ●実施時期                                       ※ 事業費単位（千円） 

1 年目 

（H29） 

2 年目 

（H30） 

3 年目 

（H31） 

4 年目 

（Ｒ2） 

5 年目 

（Ｒ3） 

6 年目 

（Ｒ4） 

7 年目 

（Ｒ5） 

8 年目 

（Ｒ6） 

9 年目 

（Ｒ7） 

10 年目 

（Ｒ8） 

事業費計 担当部会

等 

行政 

基本方針１ 見守り 

① 

笑みサポーター 
   ● ● ● ●  ● ● ● 

― 町づくり部  
0 0 0 50 80 100 70 70 70 70 

（内容）令和 4 年度後半より、地域つながりのキーパーソン育成事業を開始。今年度より軌道に乗せていく。笑みサポーター養成講座を定期的に開催

し、活動場所としてつのみやっこ広場・あったかカフェ及び自治会長・民生児童委員のフォロー。有償・無償ボランティア。【謝金・備品・消耗品な

ど】 

3、独自事業交付金活動の取組みと実施スケジュール 

地域コミュニティ実践事業交付金 申請用 

Ⅶ 地域をつなぐ広報活動 広報部 

① あぷりこ広報誌 

② ホームページ 

③ 防災無線・回覧 

④ 図書管理 
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② 

憩い食堂 
  ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 町づくり部  
0 0 50 50 100 100 100 100 100 100 

（内容）都野津支会事業と合同開催。地域住民全員を対象に憩いの場を提供。飲食をともにし、楽しい催し物をみる。地域住民がつながり、支え合える

地域環境を作り出す。支会事業でもあるが、町づくり協議会が目指す、誰もが安心して住み続けられる町づくりのための大切な事業。【食材費・消耗品費・

備品購入費・謝金など】 

③ 

歌声喫茶 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 町づくり部  
250 250 250 250 230 230 230 230 230 230 

（内容）のど自慢・歌うことの好きな方、聞き上手な方々の居場所を作る。健康王国を利用した事業。【リース料・消耗品費・謝金】 

④ 

あったかカフェ 

   ● ● ● ● ● ● ● 

― 町づくり部  
0 0 0 10 30 80 30 30 30 30 

（内容）認知症の症状を発症された方が都野津町で安心して住み続けられるように、またその家族の方の悩みや愚痴を履ける場所づくり。都野

津町にあるグループホームひのきさんの支援をいただいて開催する。また、活動場所もグループホームひのきを利用させていただくことで、ス

タッフとひのきスタッフとの相乗効果も期待できる。【備品購入費、消耗品・謝金など】 

⑤ 

ようこそ都野津へ 
  ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

0 0 60 60 100 50 50 50 50 50 

（内容）学校の先生に講師になっていただき町民の学習の機会を作る。また、U・I ターンして新しく会員になられた方を講師に学びの場を作る。地域に

住む外国人の方々と交流する。外部講師による講演会を開催し、地域住民の生涯学習の機会を作る。また、プロフェッショナルのショーや技術を見
ることで、都野津町民に文化的・科学的な刺激を与える。【備品購入費、消耗品・謝金など】 

⑥ 居場所開発支援 
   ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

0 0 0 100 10 10 10 10 10 10 
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（内容）空き家を利用の居場所、町内の集会所・ご近所の集まり・・・これらも地域に必要な居場所。小さな居場所を開発していくための
支援をする。【備品購入費、消耗品・謝金など】 

⑦ 

あぷりこお楽しみバス 
     ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

0 0 0 0 0 50 50 50 50 50 

（内容）都野津町にも「買い物難民」が存在するようだ。都野津キヌヤ店が廃業されてから、旧町内の人々や 17 町内・18 町内の高齢者が
買い物に困る状態が起きている。移動販売車を依頼してはいるが、多くの人の満足感には至らない。買い物バスを動かすことで、日ごろ行
くことないところに行ったり、体験することも取り入れながらの買い物バス。【賃借料・燃料費・謝金】 

 

 

 

基本目標Ⅱ つながって伝える人材育成 

基本方針 2 人づくり 

① 

通学合宿 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

90 90 60 100 80 80 50 50 50 50 

（内容）児童を対象に、合宿生活を通して家族や学校教師以外の人と接し、自立心や親の大切さなどを感じる機会を作る。子供たちの成長段
階において必要なこと。また、子供の保護者も参加し、自分の子ども以外の子どもとかかわることの必要性もある。地域住民とのかかわりも
しかり。県立少年自然の家を利用して行うが、6 泊 7 日という長期の合宿である。宿泊指導を行う人材にかかる謝金が必要となる。地域住民
が対応できればベストであるが、なかなか長期の対応はむつかしい。江津高校生または県立大学の学生に依頼することが多くなる。県立大学
の学生の場合は、大学までの送迎も発生することが予想される。【消耗品費・謝金など】 

② あぷりこスクール 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

150 100 50 30 50 20 20 20 20 20 
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（内容）県立大学の学生が地域の中学生・高校生・小学生に学習指導する。また、大学生・高校生が地域の高齢者対象の学習会を行う。 

【消耗品費・謝金など】 

③ 

つのみやっこ広場 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

100 150 250 30 50 20 10 10 10 10 

（内容）放課後子ども教室と休校日に対応できる「終日子ども教室」を運営する。子育て世代の子育て支援につながり、地域ができる子育て・
心育て。支会事業・健康づくり事業とも連動した子ども食堂・子育て事業。【備品購入費、消耗品・謝金など】 

④ 

あぷりこ子ども会議 AJM 

（Aprico.Junior.Meeting） 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

100 150 250 30 20 10 10 10 10 10 

（内容）津宮小学校 6 年生を軸に、子どもたちの意見を町の事業計画に反映させるという会議。子どもとしてかかわるのではなく、一人の人
として意見を出せる。また、大人たちも対等のかかわりをすることを大切にする。子どもたちから出てきた意見を、運営会議で精査し可能な
限り町づくりに取り入れていく。【備品購入費、消耗品・謝金など】 

⑤ 

かわらっこ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 

（内容）江津高校の事業でもあるが、つのみやっこ広場との連携されたものでもある。江津高校生だけでなく、地域関係者や他地区専門職を
依頼しての事業も行う。【消耗品費・謝金】 

 

基本目標Ⅲ 過去・現在・未来をつなぐ 
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事業一覧 

実施スケジュール 及び 事業費 
 役割分担・協働 

■検討時期  ●実施時期                               ※ 事業費単位（千円） 

1 年目 

（H29） 

2 年目 

（H30） 

3 年目 

（H31） 

4 年目 

（Ｒ2） 

5 年目 

（Ｒ3） 

6 年目 

（Ｒ4） 

7 年目 

（Ｒ5） 

8 年目 

（Ｒ6） 

9 年目 

（Ｒ7） 

10 年目 

（Ｒ8） 

事業費計 担当部

会等 

行政 

基本方針 3 町おこし 

① 

都野津発見・町歩き 
■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

60 60 150 50 50 10 10 10 10 10 

（内容）令和元年度に作成した「町歩き・町迷路マップ」を使い町歩きする。どこでしょうか？クイズ。【謝金・消耗品・備品・旅費など】 

②  

凖三郎を語る会（生誕祭） 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
― 

町づくり

部 
 

110 120 60 100 100 50 50 50 50 50 

（内容）地域に眠る資源（人・もの）を掘り起し、議論を巻き起こし世代間交流の機会を作る。都野津町の恩師佐々木凖三郎を語る会の継続。新四国８８

箇所めぐりの会との連携模索。凖三郎氏の生まれた日が明治２２年２月１０日であることから、この日を生誕の日として、都野津町にちなんだ事柄などを

開催していく。【消耗品・備品購入費・謝金など】 

③  

佐々木凖三郎記念館関係 
      ● ● ● ●    

      200 200 200 200    

（内容）国の登録有形文化財となった記念館のリーフレットを作成し、そこを訪れる町外の方に記念館及び佐々木凖三郎しについて説明をする。

ポリテクカレッジの学生による記念館の修復提案が示された時に、地域住民と意見交換を尽くしたうえで必要な改修工事を行う。【謝金・材料費・

消耗品費など】 

④  つのづエントランス ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ― 町づくり  
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0 0 0 30 30 100 50 50 50 50 部 

（内容）昨年、都野津駅 100 周年事業を終えた。今年からは、都野津駅は地域外を迎える「玄関」と考え、外部とのつながりを行っていく。人麻呂が読ん

だ、「高角山」・「石見相聞歌」を題材とした町おこしを行っていく。都野津町が、ＪＲ西日本・江津高校・県立大学学生を巻き込んで事業を行う。【謝金・

消耗品・備品など】 

⑤  

都野津音頭普及活動 
      ● ● ● ● 

― 
町づくり

部 
 

      50 50 50 50 

（内容）旧都野津婦人会が長い間温め続けてきた「都野津音頭」を町民に広く周知・普及を促進する。江津高校吹奏楽部との連携をしながら定期的な活動

を続ける。【謝金・消耗品・備品など】 

 

 

 

1 年目 

（H29） 

2 年目 

（H30） 

3 年目 

（H31） 

4 年目 

（Ｒ2） 

5 年目 

（Ｒ3） 

6 年目 

（Ｒ4） 

7 年目 

（Ｒ5） 

8 年目 

（Ｒ6） 

9 年目 

（Ｒ7） 

10 年目 

（Ｒ8） 

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

 

事業費の合計 10,000千円 


